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公益社団法人
日本彫刻会

公益社団法人として、初の日彫展に向けて

昨年の第 40 回記念日彫展　表彰式及びオープニングパーティ（2010.6.23）

― 晴れやかな新入選の皆さん ―
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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
（
金
）、
日
本
は
未
だ
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
国
難
と
も
い
え
る
東
日
本
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
、
大
変
な
被
害
を

受
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
東
北
・
北
関
東
在
住
の
会
員
の
皆

様
に
は
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

既
に
各
方
面
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、
本
会

は
平
成
二
十
二
年
十
一
月
か
ら
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

新
た
な
歩
み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
我
国
の
芸
術
文
化
の

更
な
る
向
上
を
目
指
し
、
会
員
相
互
に
彫
刻
制
作
・
研
究

の
深
化
を
図
り
な
が
ら
、
展
覧
会
を
は
じ
め
と
し
た
諸
事

業
を
よ
り
活
発
に
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
方
の

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
後
、
初
の
日
彫
展
開

催
が
間
近
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
未

曾
有
の
大
災
害
に
よ
っ
て
、
多
く
の
方
々
が
困
難
と
向
き

合
っ
て
い
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
三
月
十
一
日
よ

り
既
に
一
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
地
震
、
津
波
の
惨
禍

を
茫
然
と
見
つ
め
る
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
併
発

さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の
大
惨
事
な
ど
、
ま
だ
安
心
の
で

き
る
状
況
に
は
遠
い
と
感
じ
ま
す
。
会
場
の
国
立
新
美
術

館
に
お
い
て
も
、
節
電
の
た
め
展
覧
会
開
催
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
閉
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
現
実

に
起
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
況
の
中
、
日
彫
展
と
し
て
も
ど
の
よ
う

な
対
応
が
必
要
か
、
十
分
な
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
照
明
の
工
夫
に
よ
る
節
電
の
試
み
や
、
搬
入
・

搬
出
で
の
運
搬
の
一
層
の
合
理
化
な
ど
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
彫
刻
会

と
し
て
、被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
復
興
支
援
に
臨
む
べ
く
、

義
援
金
の
呼
び
か
け
な
ど
、
展
覧
会
を
通
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

多
方
面
に
お
い
て
様
々
な
活
動
が
自
粛
さ
れ
て
い
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
復
興
の
動
き
は
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
文
化
的
活
動
が
切
り

離
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
彫
刻
家
に
何
が
で
き

る
か
、
会
員
・
会
友
の
皆
様
と
真
摯
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
彫
展
は
多
様
な
現
代
の
彫
刻
シ
ー
ン
の
中
で
も
、
具

象
彫
刻
、
と
り
わ
け
人
体
の
表
現
に
主
眼
を
置
く
彫
刻
展

で
あ
り
ま
す
。
日
本
各
地
か
ら
の
出
品
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
素
材
、
形
態
、
量
感
・
空
間
表
現
の
あ
り
方
な
ど
、
彫

刻
芸
術
の
真
髄
を
求
め
て
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
、
会

場
で
は
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品
群
が
陳
列
さ
れ
ま
す
。

多
難
な
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
日
彫
会
は
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
人
知
を
結
集
し
、
彫
刻
芸
術
へ
の
強
い
思
い

を
披
瀝
し
た
、
よ
り
充
実
し
た
展
覧
会
を
開
催
す
る
意
義

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
正
会
員
・
会
友
の
皆

様
に
は
ど
う
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

近
年
は
、
公
募
に
よ
る
若
手
作
家
等
の
作
品
に
お
い

て
、
新
し
い
具
象
表
現
へ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら

れ
、
本
会
の
次
代
へ
の
息
吹
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
堅
実
な
具
象
表
現

と
の
対
比
も
見
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、ぜ
ひ
第
四
十
一
回
日
彫
展
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

ご
高
覧
の
上
、
忌
憚
の
な
い
ご
批
評
・
ご
叱
声
を
頂
け
れ

ば
幸
甚
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
初
の
日
彫
展
に
向
け
て
　
　
理
事
長
　
能
島 

征
二
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◆ 
展
覧
会
企
画
に
つ
い
て

第
41
回
展
で
は
、
前
回
記
念
展
で
好
評
で
し
た
展
覧
会

初
日
の
「
彫
刻
研
究
会
」
と
、
恒
例
と
な
っ
た
「
触
れ
る

彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、そ
し
て
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

±
 

彫
刻
研
究
会

「
彫
刻
研
究
会
」
で
は
、
日
彫
賞
な
ど
の
受
賞
者
を
中

心
に
若
手
作
家
と
審
査
員
に
よ
る
作
品
批
評
や
研
究
・
解

説
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
本
会
正
会
員
・
会
友
の
み

な
ら
ず
一
般
鑑
賞
者
に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
作
家

の
研
究
会
と
い
う
枠
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
彫
刻
芸
術
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
同
様
の
内
容
で
、
作
品
を
前
に
し
て
の
作
家
間
の
活

発
な
意
見
交
換
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
彫
刻
へ
の
理
解
、
そ

し
て
制
作
へ
の
励
み
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回

の
開
催
日
時
は
、
展
覧
会
初
日
の
6
月
22
日（
水
）午
後
1

時
か
ら
午
後
2
時
半
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
日
彫
展
会
場
入
り
口
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

±
 

触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
会
の
展
覧
会
企
画
と
し
て
は
最
も
歴
史
の
あ
る
も
の

の
一
つ
に
「
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
企
画
は
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
彫
刻
を

手
で
触
れ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
企
画
で
す
。
内
容
と
し

て
は
会
報
で
も
度
々
ご
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
盲
学
校
や

視
覚
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
鑑
賞
す
る
「
鑑
賞

教
室
」
と
、
成
人
の
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
鑑
賞
し

て
い
た
だ
く
「
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
と
が
あ
り
ま
す
。
本
年

度
の
「
鑑
賞
教
室
」
は
、
都
立
久
我
山
青
光
学
園
（
旧
久

我
山
盲
学
校
）、
都
立
葛
飾
盲
学
校
、
筑
波
大
学
附
属
視

覚
特
別
支
援
学
校
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
昨

年
度
は
、
数
年
前
に
久
我
山
盲
学
校
の
児
童
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
た
子
が
、
今
度
は
筑
波
大
学
附
属
特
別
支
援
学

校
の
高
等
部
の
生
徒
と
し
て
参
加
、
嬉
し
い
再
会
を
果
た

し
ま
し
た
。

成
人
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
鑑
賞
は
、
事
前
に
お

申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
「
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
毎
年
、
作
家
と
鑑
賞
者
と
盲
導

犬
が
作
品
を
前
に
語
り
合
う
と
い
っ
た
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

様
子
が
見
ら
れ
、
本
会
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

±
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

毎
日
開
催
し
て
い
る
企
画
と
し
て
は
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
」
が
あ
り
、
毎
回
多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
彫
刻
の
見
方
や
制
作
の
苦
労
話
な
ど
作
家
な
ら

で
は
の
ト
ー
ク
が
人
気
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
作
家
側
に

と
っ
て
は
新
鮮
な
感
想
や
思
わ
ぬ
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
も

楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。

※
初
日
と
最
終
日
を
除
い
て
毎
日
行
い
ま
す
。

前回「日彫展」彫刻研究会

第
41
回
日
彫
展
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名　

称　

第
41
回
日
彫
展

主　

催　

公
益
社
団
法
人　

日
本
彫
刻
会

会　

場　

国
立
新
美
術
館　

３
階
展
示
室
３
Ａ

会　

期　

平
成
23
年
６
月
22
日
（
水
）
〜
７
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
予
定
）

（
入
場
５
時
30
分
ま
で
）

　
　
　
　

初　

日　

午
前
10
時　

開
会

　
　
　
　

休
館
日　

６
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

最
終
日　

入
場
午
後
２
時
ま
で
午
後
３
時
閉
会

　
　

※　

 

震
災
に
よ
る
節
電
の
為
、
開
館
日
時
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
来
場
の
折
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

一
般
入
場
料　

７
０
０
円

　
　
　
　
　

20
名
以
上　

一
人
４
０
０
円

　
　
　
　

学
生
入
場
料
（
中
・
高
・
大
生
）
４
０
０
円

　
　
　
　
　

20
名
以
上　

一
人
３
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
入
場
料　

一
人
１
０
０
円

　
　
　
　

日
曜
日 

入
場
無
料
（
６
月
26
日
・
７
月
３
日
）

　
　
　
　

 

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
き
添

い
２
名
ま
で
入
場
無
料

　
　
　
　

70
歳
以
上
の
方
入
場
無
料

搬　

入　

国
立
新
美
術
館

　
　
　
　

地
下
１
階
日
彫
展
受
付
（
作
品
搬
出
入
口
）

　
　
　
　

６
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

６
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　

業
者
搬
入
は
６
月
10
日
（
金
）

点　

数　

１
人
１
点

規　

格　

高
さ　

２
３
０
㎝　

以
内

　
　
　
　

幅
、
奥
行
き
各
１
５
０
㎝　

以
内

　
　
　
　

重
量　

１
０
０
０
㎏　

以
内

第
41
回
日
彫
展
開
催
要
項

出
品
手
数
料　
　

一
般
応
募
者　

１
万
２
千
円

（
図
録
１
冊
贈
呈
）

鑑
・
審
査　

６
月
16
日
（
木
）

入
選
発
表　

６
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
日
彫
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表

搬　
　

出　

７
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
半
〜
午
後
６
時
半

　
　
　
　
　

７
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午

選
外
搬
出　

６
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

表
彰
式
及
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

日
時　

６
月
22
日
（
水
）
午
後
５
時
〜

　
　

場
所　

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京　

別
館
地
下
２
階

　
　
　
　
　

ア
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
港
区
虎
ノ
門
２
―
10
―
４
）

〈
第
41
回
日
彫
展
・
西
望
賞
審
査
員
〉

美
術
評
論
家
・
東
京
都
美
術
館
長　
　

　
　
　
　
　
　

真
室 

佳
武　

先
生

第
41
回
　
日
彫
北
陸
展

　
　

会
期　

平
成
23
年
７
月
８
日
（
金
）〜７

月
12
日
（
火
）

　
　

会
場　

石
川
県
立
美
術
館
（
金
沢
市
出
羽
２
―
１
）

第
41
回
　
日
彫
東
海
展

　
　

会
期　

平
成
23
年
７
月
26
日
（
火
）〜７

月
31
日
（
日
）

　
　

会
場　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
美
術
館　

　
　
　
　
（
名
古
屋
市
東
区
東
桜
１
―
13
―
２
）

＜第41回  日彫会チラシ＞
・5月中旬以降、ホームページでもダウンロードできます
・ご入用の方は本会事務所までお知らせください
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前
回
は
塑
造
の
制
作
で
し
た
が
、
今
回
は
木
彫
の
制
作

を
紹
介
し
ま
す
。
木
彫
と
い
え
ば
ま
ず
仏
像
や
欄
間
な
ど

を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
基
本
的
な
制
作
方

法
は
こ
れ
ら
と
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
展
覧
会
で
は
「
作

家
の
表
現
活
動
と
し
て
木
を
使
っ
て
い
る
」
と
い
え
ま
す

の
で
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
す
た
め
独
特
の
技
法

や
表
現
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
一
般
的

な
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

木
の
種
類

木
彫
制
作
に
は
樟（
ク
ス
）が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
程
よ

い
硬
さ
で
彫
り
や
す
く
鑿（
ノ
ミ
）痕
が
は
っ
き
り
と
出
る

の
で
多
く
の
作
家
が
用
い
て
い
ま
す
。
作
品
か
ら
樟
脳
の

匂
い
が
し
ま
す
。

そ
の
他
に
用
い
ら
れ
る
の
は
檜（
ヒ
ノ
キ
）、
桂（
カ
ツ

ラ
）、欅（
ケ
ヤ
キ
）、朴（
ホ
ウ
）、銀
杏（
イ
チ
ョ
ウ
）、桐（
キ

リ
）な
ど
で
す
。

松
や
杉
は
手
に
入
り
や
す
い
の
で
す
が
、
年
輪
の
軟
ら

か
い
部
分
（
春
材
：
白
っ
ぽ
く
み
え
る
と
こ
ろ
）
と
硬
い

部
分
（
秋
材
：
色
の
濃
い
と
こ
ろ
）
の
差
が
大
き
く
木

目
に
そ
っ
て
割
れ
や
す
い
の
で
彫
り
に
く
い
材
と
い
え
ま

す
。仏

像
で
は
白
檀
や
黒
檀
な
ど
硬
く
て
緻
密
な
細
工
が
出

来
る
も
の
を
使
い
ま
す
が
、
大
き
な
材
が
な
く
高
価
で
す

か
ら
展
覧
会
用
の
大
作
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

造
り
方
・
木
取
り

木
彫
の
造
り
方
に
は
大
き
な
木
の
塊
か
ら
像
を
彫
り
だ

す
一
木
造
り
と
部
分
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
造
る
寄
せ
木
造

り
が
あ
り
ま
す
。
一
木
造
り
で
は
本
来
木
が
持
っ
て
い
る

生
命
感
が
出
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
寄
せ
木
造
り
で
は
材

料
の
無
駄
が
省
け
、
自
由
な
構
成
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

作
品
の
表
現
効
果
を
狙
っ
て
意
図
的
に
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う

な
寄
せ
木
に
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
作
品
に
よ
っ
て
造

り
方
や
木
取
り
（
丸
太
か
ら
部
材
を
取
る
）
の
方
法
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

あ
な
た
も
日
彫
展
へ
出
品
し
ま
せ
ん
か
？　

公
益
社
団
法
人
「
日
本
彫
刻
会
」（
通
称
日
彫
会
）

で
は
、
毎
年
日
彫
展
を
企
画
・
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

日
彫
会
は
昭
和
22
年
の
発
足
か
ら
63
年
の
歴
史

を
刻
ん
で
お
り
ま
す
。
本
会
は
具
象
彫
刻
を
主
流
と

し
て
探
求
し
て
お
り
、
先
輩
諸
氏
の
理
念
・
理
論
・

技
法
を
伝
承
し
積
み
重
ね
、
伝
統
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
考
え
る
と

き
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ
引
き
継
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
生
の
方
、
日
々
彫
刻
の
制
作
・
研
究

の
場
を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
々
、
ぜ
ひ
日
彫
展
に
出

品
し
、
本
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女

を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

左
の
よ
う
な
賞
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
彫
賞　

3
名
以
内　

正
会
員
・
会
友

◆
優
秀
賞　

5
名
以
内　

正
会
員
・
会
友

◆
新
人
賞　

5
名
以
内　

入
選
者

　
　
　
　
　

賞
状
と
記
念
品

◆
西
望
賞　

全
陳
列
作
品
を
対
象
と
し
て
一
点

　
　
　
　
　

賞
状
と
賞
金

是
非
、
多
く
の
方
々
の
ご
応
募
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。
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小
づ
く
り

繊
細
な
タ
ッ
チ
の
作
品
は
小
づ
く
り
ノ
ミ（
突
き
ノ
ミ
）

や
彫
刻
刀
な
ど
で
更
に
彫
り
進
め
ま
す
。
様
々
な
形
の
ノ

ミ
や
彫
刻
刀
が
あ
り
作
品
の
効
果
を
考
え
て
使
い
分
け
ま

す
。

仕
上
げ

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
仕
上
げ
を
行
い
ま
す
。
ノ
ミ
痕
を

生
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
が
カ
ン
ナ
、
木
ヤ
ス
リ
、
サ
ン
ド

ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
荒
々
し
い
タ
ッ
チ
や
ひ
び
割
れ（
干
割
れ
）、
木
の

割
れ
肌
な
ど
を
意
図
的
に
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

着
色白

木
の
作
品
も
美
し
い
の
で
す
が
作
品
と
し
て
は
弱
く

見
え
ま
す
。
ま
た
木
目
が
強
す
ぎ
る
場
合
な
ど
も
形
が
見

づ
ら
く
着
色
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

着
色
も
作
家
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
す
。
漆
、
膠
に
顔

料
、油
絵
の
具
、ア
ク
リ
ル
絵
の
具
な
ど
様
々
で
す
。
バ
ー

ナ
ー
で
焼
き
目
を
付
け
た
り
、
金
箔
な
ど
を
貼
っ
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
秘
伝
の
技
が
あ
る
よ
う

で
す
。
木
の
素
材
感
を
生
か
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

木
彫
作
品
は
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
是
非
手
触
り
や
匂

い
な
ど
も
感
じ
な
が
ら
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
が
五
感
を
通
し
て
感
じ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
（
会
員　

石
田
陽
介
）

制
作
の
進
め
方

作
品
の
構
想
を
練
っ
て
エ
ス
キ
ー
ス
（
雛
型
）
を
粘
土

な
ど
で
造
り
そ
れ
を
も
と
に
拡
大
す
る
方
法
と
、
木
材
に

直
接
デ
ッ
サ
ン
を
入
れ
て
彫
り
進
め
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
木
彫
は
彫
り
す
ぎ
て
し
ま
う
と
元
に
戻
せ
な
く
な
り

ま
す
か
ら
本
来
前
者
の
方
法
を
と
る
の
で
す
が
、
作
家
の

感
性
や
感
覚
を
重
視
す
る
場
合
は
後
者
の
方
法
を
と
り
ま

す
。

粗
取
り

お
お
よ
そ
の
形
を
出
す
た
め
に
、
ノ
コ
ギ
リ
（
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
）
で
余
分
な
部
分
を
切
り
落
と
し
ま
す
。
ノ
コ
ギ

リ
で
落
と
せ
な
い
部
分
は
叩
き
ノ
ミ
と
木
槌
（
ゲ
ン
ノ
ウ

を
用
い
る
場
合
も
あ
る
）
で
大
き
く
ハ
ツ
リ
ま
す
。

粗
彫
り
・
中
づ
く
り

最
初
は
大
き
め
の
叩
き
ノ
ミ
で
彫
り
進
め
ま
す
。
全
体

の
形
が
出
た
ら
ノ
ミ
を
中
く
ら
い
の
も
の
に
変
え
細
部
に

移
り
ま
す
。
大
胆
な
タ
ッ
チ
で
仕
上
げ
る
作
家
は
こ
こ
で

彫
る
の
を
終
え
ま
す
。
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2
0
0
7
年
１
月
、
六
本
木
に
国
立
新
美
術
館
が
開
館

し
て
か
ら
早
い
も
の
で
5
年
目
と
な
り
ま
す
。
本
会
は
、

国
立
新
美
術
館
が
開
館
し
た
年
か
ら
昨
年
の
第
40
回
記
念

展
ま
で
、
六
本
木
の
地
に
て
4
回
の
展
覧
会
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
国
立
新
美
術
館
に
お
け
る
5
回
目
の
展
覧

会
と
な
る
本
年
は
一
つ
の
区
切
り
と
な
る
年
で
す
。
そ
こ

で
、
今
回
の
東
京
彫
刻
散
歩
で
は
六
本
木
周
辺
に
設
置
さ

れ
て
い
る
彫
刻
作
品
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。現

在
、
六
本
木
周
辺
に
は
国
立
新
美
術
館
を
は
じ
め
、

森
美
術
館
や
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、21_21 D

E
S

IG
N

 

SIG
H

T

な
ど
、
美
術
館
や
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
美
術
公
募
展
、
現
代
美
術
、
古
美
術
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
得
意
分
野
を
持
ち
、
複
合

的
な
ア
ー
ト
環
境
を
築
く
都
市
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
街

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
や

21_21 D
E

SIG
N

 SIG
H

T

を
そ
の
敷
地
に
有
す
る
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
隣
接
し
た
檜
町
公
園
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
近
代
彫
刻
を
代
表
す
る
彫
刻
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
エ

ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
作
《
ネ
レ
イ
ス（
海
の
精
）》
で
す
。

グ
レ
コ
は
1
9
1
3
年
、
シ
チ
リ
ア
島
の
カ
タ
ー
ニ
ャ

に
生
ま
れ
、
墓
碑
を
制
作
す
る
石
工
の
工
房
で
彫
刻
の
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
ヴ
ェ
ナ
ン

ツ
ォ
・
ク
ロ
チ
ェ
ッ
テ
ィ
や
ペ
リ
ク
レ
・
フ
ァ
ッ
ツ
ィ
ー

ニ
ら
と
と
も
に
、
近
代
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
彫
刻
の
黄
金

期
を
担
っ
た
ひ
と
り
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
浴
女
や
踊
り

子
の
像
な
ど
を
多
く
手
掛
け
た
グ
レ
コ
に
と
っ
て
、
女
性

の
身
体
の
美
の
表
現
、
官
能
性
は
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
グ
レ
コ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の

テ
ー
マ
に
迫
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
の

一
端
は
グ
レ
コ
の
語
る
言
葉
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
私
は
い
つ
も
、
受
取
っ
た
も
の
を
ろ
か
4

4

し
て
、
現
実

の
持
つ
リ
ズ
ム
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
造
形
に
高

め
て
行
く
。
そ
の
意
味
で
、
作
者
の
仕
事
は
総
合
的
な

も
の
で
す
が
、
そ
の
総
合
の
過
程
が
、
気
ま
ま
な
も
の
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
現
実
に
対
す
る
感
動
に
は
、
謙
虚

で
あ
り
た
い
」

グ
レ
コ
に
と
っ
て
、
誇
張
や
強
調
を
加
え
ら
れ
た
身
体

の
表
現
は
単
な
る
フ
ォ
ル
ム
の
変
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
デ
ル
と
い
う
現
実
の
存
在
が
与
え
て
く
れ
た
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
自
身
の
感
動
を
も
っ
て
、
高
次
の
も
の

と
し
て
か
た
ち
に
表
す
こ
と
で
独
自
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ

ン
と
な
る
の
で
す
。

《
ネ
レ
イ
ス
》
の
周
囲
を
回
り
な
が
ら
鑑
賞
し
て
み
れ

ば
、
正
面
に
立
っ
た
時
と
は
大
き
く
変
わ
る
印
象
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
作
品
を
側
面

か
ら
見
れ
ば
、
正
面
に
て
感
じ
ら
れ
た
迫
っ
て
く
る
よ
う

な
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
と
は
懸
け
隔
た
り
、
奥
行
き
を
知
性
的

に
圧
縮
し
た
よ
う
な
形
態
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
し
て
ま
た
正
面
に
戻
れ
ば
、
改
め
て
こ
の
作
品
の
存

在
感
が
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
も
の
な
の
か
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
再
開
発
と
と
も
に
改
め
て
整
備
さ

れ
、
新
た
に
街
と
調
和
が
と
ら
れ
た
檜
町
公
園
。
こ
の
地

に
設
置
さ
れ
た
《
ネ
レ
イ
ス
》
は
、
「
芸
術
と
い
う
も
の

が
、
社
会
の
中
で
、
人
々
の
生
活
の
中
で
立
派
に
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
私
は
そ
う
い
う
ふ
ん
い
き
を
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
っ
た
グ
レ
コ
の
意
思
を
包
含
し
て
い
る
作
品

で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈散歩のご案内〉
〜 檜町公園 〜

　東京ミッドタウンの東側にあ
り、その昔、檜が多いことから「檜
屋敷」と異名をとった萩藩・毛
利家の麻布下屋敷の庭園跡です。

〜 檜町公園までの行き方 〜
地下鉄
・ 都営大江戸線、日比谷線「六
本木駅」より徒歩約 3分

・ 千代田線「乃木坂駅」3番出口
より徒歩約 10 分

・ 南北線「六本木一丁目駅」1
番出口より徒歩約 13 分

《
ネ
レ
イ
ス
（
海
の
精
）》　

ブ
ロ
ン
ズ

エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
（E

m
ilio G

reco  1913

〜1995

）

設
置
場
所　

檜
町
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
港
区
赤
坂
9
丁
目
7
番
9
号
）

Ⅲ

H140

㎝
×W

90

㎝
×D60

㎝　
（
港
区
所
蔵
）
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第
82
回
通
常
総
会
報
告

日
時　

平
成
23
年
1
月
24
（
月
）
午
後
3
時
〜

場
所　

日
展
会
館

出
席
者　

77
名　
　

委
任
状　

１
８
４
名

　

正
会
員　

３
２
１
名　

定
款
17
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

　

よ
り
に
よ
り
総
会
成
立
。

　

第
一
号
議
案　

平
成
22
年
度
庶
務
・
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　

承
認
の
件　

　

第
二
号
議
案　

平
成
22
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　
　

及
び
監
査
報
告

　

第
三
号
議
案　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

　

第
四
号
議
案　

平
成
23
年
度
予
算
案
承
認
の
件

　

第
五
号
議
案　

第
41
回
日
彫
展
開
催
に
関
す
る
件

　

第
六
号
議
案　

会
員
状
況
承
認
の
件

　

第
七
号
議
案　

そ
の
他
の
件

　
　
　
　
　
　
　

定
款
及
び
施
行
細
則
等
の
一
部
変
更
の
件

　
　
　
　

全
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
41
回
日
彫
展　

審
査
員
・
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
発

表
、
日
彫
会
選
抜
展
（
三
越
展
）
会
期
変
更
《
５
月
25

日（
水
）〜
31
日（
火
）》他
２
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
、「
第
42
回
日
彫
展
」

　
　
　—

展
覧
会
会
場
移
転
の
お
知
ら
せ—

　

第
37
回
日
彫
展
よ
り
5
年
間
、
六
本
木
の
国
立
新
美
術

館
を
会
場
と
し
て
き
ま
し
た
日
彫
展
は
、
2
0
1
2
年
第

42
回
展
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
東
京
都
美
術
館
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
立
新
美
術
館
で
は
5
年
に
1
度
の
使
用
見
直
し
に
よ

る
会
期
の
抽
選
が
あ
り
ま
す
。
日
彫
展
は
、
2
0
1
2
年

以
降
5
年
間
、
2
月
開
催
の
優
先
使
用
承
認
を
受
け
て
お

り
ま
し
た
が
、
同
時
期
に
募
集
の
あ
り
ま
し
た
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
東
京
都
美
術
館
か
ら
4
月
の
使
用
承
認
も
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
国
立
新
美
術
館
の
展
示
室
が
や

や
手
狭
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
、
理
事
会･

委
員
会
で
の

検
討
の
結
果
、
2
0
1
2
年
第
42
回
日
彫
展
か
ら
は
東
京

都
美
術
館
で
の
開
催
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
彫
展
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら

新
た
な
東
京
都
美
術
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
都
美
術

館
で
は「
公
募
団
体
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン  
美
術
」展（
仮

称
）
と
い
っ
た
企
画
な
ど
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
上
野
で
の

新
た
な
日
彫
展
に
生
ま
れ
変
わ
る
好
機
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◆
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
理
事
長
の
言
葉
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
「
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
初
の
日
彫

展
に
向
け
て
」
よ
り
高
い
意
識
を
持
つ
こ
と
が
問
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

◆
第
41
回
日
彫
展
に
お
い
て
も
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
は
じ
め
、
前
回
展
に
て
好
評
を
頂
き

ま
し
た
彫
刻
研
究
会
も
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
展
覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ

て
お
配
り
で
き
る
よ
う
に
着
々
と
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

◆
展
覧
会
会
場
移
転
の
お
知
ら
せ
に
て
記
載
い
た
し
ま
し

た
が
、
国
立
新
美
術
館
で
の
日
彫
展
は
今
回
展
が
最
後
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
今
回
の「
東
京
彫
刻
散
歩
」

で
は
国
立
新
美
術
館
に
ほ
ど
近
い
檜
町
公
園
の
作
品
を
と

り
上
げ
ま
し
た
。
美
術
館
に
お
越
し
の
際
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
震
災
に
よ
る
大
変
な
状
況
は
ま
だ
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
第
41
回
日
彫
展
に
て
皆
様
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
）

編
集
委
員　
　
　

加
山
総
子
・
一
鍬
田
徹
・
堀
内
秀
雄

　
　
　
　
　
　
　

前
芝
武
史
・
宮
坂
慎
司
・
吉
岡　

徹
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彫
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彫
刻
会
総
会

第
41
回
日
彫
展
図
録
　
掲
載
広
告
募
集

　

現
在
、
図
録
へ
の
広
告
掲
載
を
広
く
募
っ
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
お
身
近
に
掲
載
希
望
の
会
社
、

各
種
学
校
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
（
係
）

　
　
　
　
訃
　
報

　

左
記
の
方
が
長
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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